おもしろ 

愉快い な、 愉快い な、 お天気が 悪く つて 外へ 出て 遊 

い かさ みの 

ベな くっても 可い や、 笠 を 着て、 蓑 を 着て、 雨の 降る 

なか をび しょ びしょ濡れながら、 橋の 上 を 渡って 行く 

いのしし 

の は 猪 だ。 

すげ かさ まぶ か か ぶ し ぷ き 

菅笠 を 目深に 被って、 ※ 〔# 「さんず い + 散」、 138-4U 

むかいかぜ うつむ 

に 濡れまい と 思つ て 向 風 に 俯向いて るから 顔 も 見え 

すそ ひきず 

ない、 着て いる 蓑の 裙が 引摺 つて 長いから、 脚 も 見え 

ないで 歩行いて 行く、 脊の 高さ は 五 尺ば かりあろう か 

おおき 

な、 猪、 として は大な ものよ、 大方 猪ン 中の 王様が あ 



いたの を 考え出して、 少し 鬱 いで 〔# 「で」 は 底本で は 

うつむ 

「て 匕 来て 俯向いた。 

「なぜ さ ご 

何、 そういう 様子の 見える の は、 つい 四 五日 前から 

さき 

で、 その 前に はちつ ともこん な こと はあり はしな かつ 

た。 帰って 母 様に そういって、 なぜ だか 聞いて みよ 

うと 思つ たんだ。 

けれど、 番小屋へ 入る と 直 飛 出して 遊んで あるいて、 

帰る と、 御飯 を 食べて、 そしち や あ 横にな つて、 母 様 

た の も や 

の 気高い 美しい、 頼 母し い、 穏当な、 そして 少し 痩せ 

ておいでの、 髪 を 束ねて しっとり してい らっしゃる 顔 



を 見て、 何 か 談話 をし いしい、 ぱっちりと 眼 を あいて 

るつ もりな のが、 いっか、 そのまん まで 寝て しまって 

すぐ すま ゆ 

眼が さめる と、 また 直 支度 を 済して、 学校へ 行 くんだ 

ひま 

もの。 そんな ことい つてる 隙がなかった のが、 雨で 

とじこ 4P 

閉 籠って、 淋しい ので 思い出した、 ついで だから 聞い 

たので。 

「なぜ だって、 何な の、 この間ね え、 先生が 修身のお 

談話 をして ね、 人 は 何だから、 世の中に 一番え らい も 

の だって、 そういつ たの。 母 様、 違って る わね え ご 

「むむ ご 

「ねッ 違って るヮ、 母康ご 



もみ びっくり 

と 揉く ちゃに したので、 吃驚して、 ぴったり 手 をつ 

しわ 

いて 畳の 上で、 手袋 をのした。 横に 皺が 寄った から、 

ひっぱ 

引 張って、 

「だから 僕、 そういつ たんだ、 いいえ、 あの、 先生、 

そうで はない の。 人 も、 猫 も、 犬 も、 それから 熊 も、 

みんな けだもの 

皆 おんな じ 動物 だ つ て ご 

「何とお つ しゃった ね ご 

「馬鹿な こと を おっしゃ いつ て ご 

「そうでしょう。 それから、」 

「それから、 (だって、 犬 や、 猫が、 口 を 利きます か、 

もの をい います か) ッて、 そういうの。 いいます。 雀 



おつかさん おとつ さん こども 

だって チ ツチ ツチ ツチ ッて、 母 様と、 父 様と、 児と 

ともだち みんな はなし 

朋 達と 皆で、 お 談話 をして る じゃあありません か。 

僕 眠い 時、 うっとり してる 時なん ぞは、 耳 ン処に 来て、 

チ ツチ ツチて、 何 かいって 聞かせ ますの ッ てそうい う 

つま さえず 

とね、 (詰らない、 そり や 囀 るんで す。 もの をい うの 

じゃあな くッて 囀る の、 だから 何 をい うんだ か 分リま 

すまい) ッて 聞いた よ。 僕ね、 あの ゥ だっても ね、 先 

生、 人 だって、 大勢で、 皆が 体操場で、 てんでに 何 か 

いってる の を 遠く ン処で 聞いて いると、 何 をい つてる 

のか ちっとも 分らないで、 ざあざあ ッて 流れて る 川の 

音と おんなし で、 僕 分りません もの。 それから 僕の 内 



と は 私 聞かないで 知っている、 朝晚 見て いるもの。 

さかのぼ ながれ あみ 

橋 を 挟んで、 川 を 遡 つたり、 流れたり して、 流 網 

を かけて 魚 を 取る のが、 川ン 中に 手 拱かいて、 ぶる ぶ 

るふる えて 突立って るう ち は、 顔の ある 人間 だけれ ど 

さかさ みずく ぐリ 

そらとい つて 水に 潜る と、 逆にな つて、 水 潜 をし い 

しい 五分 間ば かり も 泳いで いる、 足ば かりが 見える。 

その 足の 恰好の 悪さと いったらない。 うつくしい、 金 

魚の 泳いで る 尾鰭の 姿 や、 びらびらと 水銀 色 を 輝かし 

あ^- 

て 跳ねて あがる 鮎なん ぞの 立派 さに はまる で くらべ も 

みずびたし 

のになる の じゃあない。 そうして あんな、 水 浸に なつ 

て、 大 川の 中から 足 を 出して る、 こんな 人間が ありま 



す もの か。 で、 人間 だと 思う とおかし いけれ ど、 川ン 

中から 足が 生えた の だと、 そう 思って 見て いると おも 

しろく ッて、 ちっとも 嫌な こと はない ので、 つまらな 

い 観 世 物 を 見に 行く より、 ずっと まし、 なの だって、 

母 様が そうお^い だから、 私 はそう 思って います もの。 

それから、 釣 をして ますの は、 ね、 先生、 とまた そ 

の 時 先生に そういい ました。 あれ は 人間 じゃあない、 

きのこ ふところ 

蕈 なんで、 御覧なさい。 片手 懐って、 ぬう と 立って、 

かぶ ど て ぽん しめじ 

笠 を 被って る 姿と いう もの は、 堤防の 上に 一本 占 治 茸 

が 生えた のに 違いません。 

夕方に なって、 ひよ ろ 長い 影が さして、 薄暗い 鼠色 



ち -ス さえず 

頰白は 智慧の ある 鳥 さしに とられた けれど、 囀 つ 

てました もの。 もの をい つてい ました もの。 おじさん 

だん ま そば 

は 黙りで、 傍に 見て いた 私まで もの を 言う ことが 出 

来な かったん だもの。 何も くらべつ こして、 どっちが 

えらい とも 分り はしない つ て。 

何でも そんな こと をい つたんで、 ほんとうに 私そう 

思 つ て いました から。 

でも、 それ を 先生が 怒つ たんではなかった らしい。 

で、 まだまだ いろんな こと をい つて、 人間が、 鳥 や 

けだもの 

獣 よりえら いもの だとそう いってお さとしであった 

けれど、 海ン中 だの、 山奥 だの、 私の 知らない、 分ら 



ない 処 のことば かり 譬 に 引いて いうんだ から、 口答 

は 出来なかった けれど、 ちっとも なるほどと 思われる 

ような ことはなかった。 

おつかさん う そ 

だって、 私、 母 様の おっしゃる こと、 虚言 だと 思い 

ません もの。 私の 母 様が うそ をい つて 聞かせます もの 

ゝ o 

力 

おなじ クラス こども 

先生 は 同 一 組の 小児 達 を 三十 人 も 四十 人 も 一 人で 可 

愛が ろうとす るんだ し、 母 様 は 私 一 人 可愛 いんだから、 

だま 

どうして、 先生の いう こと は 私 を 欺 すんでも、 母 様が 

いってお 聞かせの は、 決して 違った ことで はない、 ト 

そう 思って るのに、 先生の は、 まるで 母 様のと 違った 



ことい うんだ から 心服 はされ ないじゃありません か。 

うなず みんな 

私が 頷かない ので、 先生が また、 それで は、 皆 あ 

なた の 思って る 通りに してお きましょう。 けれども 木 

まさ 

だの、 草 だのよりも、 人間が 立ち 優った、 立派な もの 

であると いう こと は、 いかな、 あなたに でも 分り ましよ 

どだい はなし 

う、 まず それ を 基礎に して、 お 談話 をしょう からって、 

聞きました。 

分らない、 私そう は 思わなかった。 

お つ かさん 

「あの ゥ母様 (だって、 先生、 先生より 花の 方が うつ 

くしゅう ございます) ッ てそう 謂った の。 僕、 ほんと 

うにそう 思った の、 お 庭に ね、 ちょうど 菊の花の 咲い 



みかん もち みんな 

子 を やる ヮ、 蜜柑 を 投げろ、 餅 を たべさす わって、 皆 

で どつ さり 猿に 御馳走 をして、 暗くなる とど やどや 

いっち まったん だ。 で、 じいさん をいた わって やった 

もの は、 ただの 一人 もなかつ たといい ます。 

あし 

あわれ だとお 思いな すって、 母 様が お 銭 を 恵んで、 

肩掛を 着せて おやん なすったら、 じいさん 涙 を 落して 

拝んで 喜びました つて、 そうして、 

(ああ、 奥様、 私 は 獣 になり とうご ざいます。 あ 

みんな なかま 

いら、 皆 畜生で、 この 猿め が夥 間で ござりましょう。 

それで、 手前 達の 同類に もの をく わせながら、 人間 一 

ぴき わたくし 

疋の 私 に は 目 を 懸けぬ ので ござります。) とそうい つ 



(はい、 いえ、 大丈夫で ござります。 人間 をこう やつ 

といたら、 餓え も 凍え もしょう けれど、 獣 で ござり 

ますから 今に 長い 目で 御覧 じ まし、 此奴 はもう 決して 

ひも じい 目に 逢う こと は ござり ませぬ から。 ) 

とそうい つて、 かさねがさね 恩 を 謝して、 分れて ど 

こ へ か 行つ ちまい ました ッて。 

果して 猿 は 餓えな いでいる。 もう 今ではよ つぼ どの 

年紀 であろう。 すり や、 猿の じいさん だ。 道理で、 功 

を 経た、 ものの 分った ような、 そして 生 まじめで、 け 

ろり とした、 妙な 顔 をして いるんだ。 見える 見える、 

雨の 中に ちょこ なんと 坐 つ ている のが 手に 取る ように 



窓から 見える ヮ。 

八 

朝晩 見馴れて 珍しく もない 猿 だけれ ど、 いまこん な 

こと 考え出して、 いろんな こと 思って 見る と、 また 殊 

にものな つかしい。 あのお かしな 顔 早くい つて 見たい 

なと、 そう 思って、 窓に 手 をつ いて のびあが つて、 ずつ 

しぶき 

と 肩まで 出す と ※ 〔# 「さんず ぃ+ 散」、 156-1S がか かつ 

て、 眼の ふちが ひやり として、 冷たい 風が 頰を 撫でた。 

かわづら こぬかあめ すく 

その 時 仮橋が がたがた いって、 川面の 小糠雨 を 掬う 



ように 吹き 乱す と、 流 が 黒くな つ て 颯と 出た。 といつ 

しょに 向 岸から 橋 を 渡って 来る、 洋服 を 着た 男が ある。 

橋 板が また、 がッ たりが ッ たりい つて、 次第に 近づ 

ま.. こん 

いて 来る、 鼠色の 洋服で、 釦を はずして、 胸 を 開けて、 

けばけば しゅう 襟 飾 を 出した、 でつ ぶり 紳士で、 胸が 

小さく ッて、 下腹の 方が 図ぬ けに はずんで ふくれた、 

脚の 短い、 靴の 大きな、 帽子の 高い、 顔の 長い、 鼻の 

おおまた たくまし 

赤い、 それ は 寒い からだ。 そして 大 跨に、 その 逞 い 

靴 を 片足ず つ、 やり ちがえに あげち や あ 歩行いて 来る。 

靴の 裏の 赤い のが ぼっかり、 ぼっかり とーッ ずつ こつ 

つま 

ちから 見える けれど、 自分 じゃあ、 その 爪 さき も 分り 



はしまい。 何でも あんなに 腹の ふくれた 人 は、 臍から 

下、 膝から 上 は 見た ことがない の だとそう いいます。 

チョッキ は 

あら！ あら！ 短 服に 靴 を 穿いた ものが 転がって 来 

るぜ と、 思って、 じっと見て いると、 橋の まんなか あ 

たりへ 来て 鼻 目 金 を はずした、 》 〔# 「さんず ぃ+ 散」、 

157-10〕 がか かって 曇った と 見える。 

かくし ハンケ チ ふ 

で、 衣 兜から 手 巾 を 出して、 拭きに かかった が、 

こうちり かさ 

蝙蝠傘 を 片手に 持つ ていたから 手 を 空けよう として 

のど たまぬ ぐ 

咽喉と 肩の あいだへ 柄 を 挟んで、 うつむいて、 珠を拭 

いかけた。 

これ は 今までに 幾 S も 私見た ことの ある 人で、 何で 



な、 承知した ような こと を 独 言 のよう でな く、 聞かせ 

るよう にいって る 人で。 母 様 も 御存じで、 あれ は 博士 

ぶりと いうので あると おつ しゃった。 

けれども 鯽 ではた しかに ない、 あの 腹の ふくれた 様 

あんこう に 

子と いったら、 まるで、 鮫 鱸に 肖て いるので、 私 は 蔭 

じゃあ 銨鱅 博士と そういい ます ヮ。 この間 も 学校へ 参 

力 t 

観に 来た ことがある。 その 時 も 今 被って いる、 高い 帽 

子 を 持って いたが、 何 だって また あんな 度 はずれの 帽 

子 を 着た がるんだろう。 

おとが い 

だって、 目 金 を 拭こうと して、 蝙蝠傘 を 頤 で 押え 

て、 うつむい たと 思う と、 ほら、 ほら、 帽子が 傾いて、 



重量で 沈み 出して、 見て る うちにす つぼり、 赤い 鼻の 

上へ 被 さるんだ もの。 目 金 を はずした 上へ 帽子が かぶ 

さって、 眼が 見え なくなつ たんだから 驚いた、 顔 中帽 

子、 ただ 口ば かりが、 その 口 を 赤く あけて、 あわてて、 

顔 を ふりあげて 帽子 を 揺 りあげようと したから 蝙蝠傘 

おつ いきお、 -, 

がば つたり 落ちた。 落 こちる と 勢 よく 三ッ ばかりく 

るく ると 舞った 間に、 鮫鱅 博士 は五ッ ばかりお まわり 

をして、 手 をのば すと、 ひょいと 横な ぐれに 風 を 受け 

はる 

て、 斜めに 飛んで、 遥か 川下の 方へ 憎らしく 落着いた 

風で ゆったり して ふわりと 落ちる と、 たちまち 矢の ご 

とくに 流れ出した。 



はし やまがら 

獣より むしろ 鳥の 嘴に よく 肖て いる。 雀 か、 山 雀 か、 

そうで もない。 それでもない ト 考えて 七面鳥に 思い あ 

たった 時、 なまぬるい 音調で、 

「馬鹿め ご 

といい すてに して、 沈んで 来る 帽子 をゅリ あげて 行 

J うとす る。 

き つ 

「あなた ごとお つかさん が屹 とした 声で おっしゃ つ て、 

お 膝の 上の 糸屑 を、 細い、 白い、 指の さきで 二 ッ三ッ 

はじき 落して、 すっと 出て 窓の 処へ お立ちな すった。 

「 渡 をお 置きな さらんで はいけ ません ご 

フ又 A A 」 



て 遁げて 行く と、 しばらくして 雨が 晴れた。 橋 も 蛇 籠 

も 皆 雨に ぬれて、 黒くな つて、 あかるい 日中へ 出た。 

しすく 

稷の 枝から は 時々 はら はらと I 卞が 落ちる。 中流へ 

太陽が さして、 みつめて いると まば ゆいば かり。 

「母 様 遊びに 行こう や。」 

この 時 鋏 をお 取ん なすって、 

「ああ ご 

「ねえ、 出かけた つて！^ いの、 晴れたん だもの ご 

「可い けれど、 廉ゃ、 お前 また あんまりお 猿にから かつ 

あんばい 

て はなり ません よ。 そう 可い 塩梅に うつくしい 羽の 生 

えた 姉さんが いつでも いるん じゃあありません。 また 



い て 考えた ように 思う。 それから 何の こと だろうと 考 

えたよう にも 思われる。 今に 眼が 覚める ので あろうと 

思った ようで も ある、 何だか ぼんやり したが 俄に 水 

ん中 だと 思って 叫ぼうと すると 水 をのんだ。 もう 駄目 

だ。 

もうい かんと あきらめる トタンに 胸が 痛かった、 そ 

れ から 悠々 と 水 を 吸った、 すると うっとりして 何だか 

ぱ つ 

分ら なくなつ たと 思う と、 》 〔# 「火+ 發」、 164-S と 糸 

まっか ひとはば 

のよう な 真 赤な 光線が さして、 一幅 あかるくな つたな 

かに この 身体が 包まれた ので、 ほっとい きをつ くと、 

は つち 

山の端が 遠く 見えて、 私のから だは 地 を 放れて、 その 



さば 

とか、 頰白 だと か、 山 雀 だと か、 鮫鱅 だと か、 鯖 だと 

うじ まつたけ 

か、 蛆だ とか、 毛虫 だと か、 草 だと か、 竹 だと か、 松蕈 

だと か、 湿地 茸 だと かおい いでなかった の もこの 時ば 

かりで、 そして 顔の 色 をお かえな すった の もこの 時ば 

かりで、 それに 小さな 声で おっしゃ つたの もこの 時ば 

カリた 

そして 母 様 はこうお いいであった。 

ごしき はね 

(廉 や、 それ はね、 大きな 五色の 翼が あって 天上に 遊 

んで いるう つくしい 姉さん だよ。) 

十 一 



お つ かさん 

(鳥な の、 母 様。) とそうい つて その 時 私が 聴いた。 

くちごも 

これに も 母 様 は 少し 口籠って おいでで あつたが、 

(鳥 じゃあな いよ、 翼の 生えた 美しい 姉さん だよ。) 

どうしても 分らん かった。 うるさく いったら、 しま 

いに や、 お前に は 分らない、 とそうお いいで あつたの 

を、 また 推 返して 聴いたら、 やっぱり、 

(翼の 生えた うつくしい 姉さん だ つ てば。 ) 

それで 仕方がな いからき くの はよ して、 見ようと 

思った。 そのうつ くしい 翼の はえた もの 見た くな つて、 



どこに 居ます/ \ 〔# 「/\-」 は ママ〕 ッて、 せッ つい 

て も、 知らないと、 そういって ばかりお いでであった 

が、 毎日々々 あまり しっこかった もんだ から、 とうと 

かお つき 

う 余儀な さそうな お 顔色で、 

(鳥屋の 前にで もい つ て 見て 来る が ゆい。) 

そんなら わけはない。 

小屋 を 出て 二 町ば かり 行く と、 直ぐ 坂が あって、 坂 

の 下 口に 一軒 鳥屋が あるので、 樹蔭も 何にもない、 お 

まち や 

天気の いい 時 あかるい あかるい 小さな 店で、 町家の 軒 

おうむ 

ならびにあった。 鸚鵡なん ざ、 くる ッ とした、 露の た 

りそうな、 小さな 眼で、 あれで 瞳が 動きます よ。 毎 



なす もの やら、 馬鹿 だとい う もの やら、 番小屋の 媽々 

に似て 此奴 もどう かして いら あ、 という もの やら。 

みんなけ だもの 

皆 獣 だ。 

(翼の 生えた うつくしい 姉さん は 居ない の。) ッて聞 

いた 時、 莞爾 笑って 両方から 左右の 手で おうように 私 

あたま な ひらし や 

の 天窓 を 撫でて 行った、 それ は 一 様に 緋 羅紗の ず ぼん 

を 穿いた 二人の 騎兵で II 聞いた 時 —— 莞爾 笑って、 

両方から 左右の 手で、 おうように 私の 天窓 をな でて、 

ひき 

そして 手 を 引あって 黙って 坂 をの ぼって 行った。 長靴 

の 音が ぼっくりして、 銀の 剣の 長いの がまつ すぐに 二 

ッ ならんで 輝いて 見えた。 それば かりで、 あと は 皆 馬 



(それで は 林へ でも、 裏の 田圃へ でも 行って、 見て お 

いで。 なぜ ッて、 天上に 遊んで いるんだ から、 籠の 中 

に 居ない のか も 知れない よ。) 

それから 私、 あの、 梅林の ある 処に 参りました。 

あやめ 

あの 桜 山と、 桃 谷と、 菖蒲の 池と ある 処で。 

しかし、 それ はた だ 青葉ば かりで、 菖蒲の 短い のが 

むらがつ てて、 水の 色の 黒い 時分、 ここへ も 二日、 三 

日 続けて 行きました つけ、 小鳥 は 見つからなかった。 

たんと 

烏が 沢山 居た。 あれが、 か あか あ 鳴いて 一し きりして 

静まる とその 姿の 見えなくなる の は、 大方 その 翼で、 

よね 

日の 光 を かくして しまう のでしょう。 大きな 翼 だ、 ま 



む、 その 昼のう ち 精神の 疲労ない うち は！ ^いんだ けれ 

おそ 

ど、 度が過ぎて、 そんなに 晚 くなる と、 いつも、 こう 

滅入って しまって、 何だか、 人に 離れた ような、 世間 

に 遠ざかつ たような 気がする ので、 心細く も あり、 う 

お ぼっか 

ら 悲しく も あり、 覚束ない ようで も あり、 恐し いよう 

でも ある。 嫌な 心 持 だ、 嫌な 心 持 だ。 

早く 帰ろうと した けれど、 気が 重くな つて、 その 癖 

神経 は 鋭くな つて、 それでいて ひとりでに あくびが 出 

た。 あれ！ 

赤い 口 を あいたんだ なと、 自分で そうお もって、 

吃驚した。 



ぼんやりした 梅の 枝が 手 をのば して 立 つ てるよう だ。 

みまわ まっくら 

あたり を朐 すと 真暗で、 遠くの 方で、 ほう、 ほう ッて、 

呼ぶ の は 何だろう。 冴えた 通る声で 野末 を 押 ひろげる 

こだま 

ように、 鳴く、 トン トン トン トンと 砑 にあた るよう な 

ふくろう 

響きが 遠くから 来る ように 聞え る 鳥の 声 は、 梟 で 

あった。 

一 ッ でない。 

+6 な 

ニッ も三ッ も。 私に 何を談 すの だろう、 私に 何 を 話 

すの だろう。 鳥が もの をい うと 慄然と して 身の 毛が 

弥立 つ た。 

ほんとうに その 晚 ほど 恐 か つたこと はない。 



見える の は 眼だト また ふるえた。 

ふるえながら、 そっと、 大事に、 内証で、 手首 をす 

からだ 

くめて、 自分の 身体 を 見ようと 思って、 左右へ 袖 を ひ 

らいた 時、 もう、 思わず キヤ ッと 叫んだ。 だって 私が 

鳥の ように 見えたん です もの。 どんなに 恐かったろう _ 

うしろ おつかさん 

この 時、 背後から 母 様が しっかり 抱いて 下さらな 

かったら、 私 どうしたん だか 知れません。 それ はお そ 

くな つたから 見に 来て 下す つたんで、 泣く こと さえ 出 

来なかった のが、 

おつかさん 

「 母 様！」 といって 離れまい と 思って、 しっかり、 しつ 

かり、 しっかり 襟ん 処へ かじりついて 仰向いて お 顔 を 



て 下さる だろう。 見たい な！ 羽の 生えた うつくしい 

姉さん。 だけれ ども、 まあ、 ゆい。 母 様が いらっしゃ 

るから、 母 様が いらっしゃ つたから。 

明治 三十 ( 一 八 九 七) 年 四月 



底本： 「泉 鏡 花 集成 3」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1996 (平成 8) 年 ー 月な 日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 " 「鏡 花 全集 第三 巻」 岩波 書店 

1941 (昭和 S) 年に 月 S 日 第 ー 刷 発行 

※疑問 点の 確認に あた つて は、 底本の 親 本 を 参照し ま 

した。 

入力 ： 門 田裕志 

校正 ： カェ 

2 oo 3 年 8 月^日 作成 

2005 年 3 月 1 日彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



